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２
月
９
日
か
ら
杉
並
区
議
会
第
１
回
定
例
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
（
会
期
は
３
月
18
日
ま
で
）

私
は
、
15
日
の
本
会
議
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ

い
て
質
問
。
女
性
支
援
法
施
行
に
あ
た
っ
て
の
対
応
、

性
暴
力
被
害
を
な
く
す
取
組
に
つ
い
て
、
区
の
姿
勢
を

質
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
関
す
る
法
律
」(

女
性
支
援
法)

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

生
活
困
窮
、
Ｄ
Ｖ
被
害
、
性
的
搾
取
な
ど
に
苦
し
む

女
性
を
公
的
枠
組
み
で
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
法

の
目
的
で
す
。
自
治
体
に
は
、
若
年
世
代
か
ら
子
育
て

世
代
、
中
年
高
齢
世
代
と
、
幅
広
い
年
齢
層
の
女
性
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
各
関
係
機

関
や
民
間
団
体

等
と
も
連
携
し
、

支
援
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま

す
。新

法
施
行
に

あ
た
り
、
困
難

を
抱
え
て
い
る

女
性
全
て
に
支

援
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
こ
と

を
積
極
的
に
知

ら
せ
る
こ
と
、

わ
か
り
や
す
い
相
談
窓
口
の
設
置
、
相
談
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
相
談
体
制
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
相
談
者
が
福
祉
事
務
所
や
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
は
じ
め
、
様
々
な
窓
口
で
ど
こ
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
担
当
職
員
が
緊
密
に
連
携
・
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
心
が
け
て
い
く
。

相
談
員
の
育
成
は
急
務
、
早
急
に
対
応
し
て
い
く
」
と

答
弁
。
保
健
福
祉
部
長
は
「
支
援
を
求
め
る
一
人
で
も

多
く
の
女
性
に
、
必
要
な
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
努
め

て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

性
暴
力
、
性
被
害
を
根
絶
す
る
た
め
に
、
人
間
関
係

や
性
の
多
様
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
暴
力
と
安
全
確

保
、
健
康
ま
で
含
め
た
「
包
括
的
性
教
育
」
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
推
進
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
区
と

し
て
、
大
人
向
け
の
包
括
的
性
教
育
の
講
座
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
性
の
多
様
性
に
関
す

る
講
座
や
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
女
性
講
座
な
ど
各
所

管
で
専
門
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

を
一
体
的
に
合
わ
せ
た
講
座
と
し
て
実
施
で
き
な
い
か

等
、
研
究
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
性
被
害
に
関
し
相
談
で

き
る
環
境
整
備
や
、
痴
漢
被
害
防
止
の
た
め
に
、
被
害

現
場
で
声
掛
け
や
通
報
な
ど
、
積
極
的
に
行
動
で
き
る

第
三
者
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）
を
増
や
す

取
組
を
求
め
ま
し
た
。

女
性
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
求
め
る

性
暴
力
根
絶
に
向
け

「
包
括
的
性
教
育
」
の
取
組

求
め
る



来
年
度
の
算
編
成
方
針
に
対
す
る
代
表

質
問
は
山
田
耕
平
幹
事
長
が
行
い
、
い
く

つ
も
の
前
向
き
な
答
弁
・
姿
勢
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

■
給
食
費
無
償
化
対
象
拡
充

私
立
や

不
登
校
児
童
生
徒
も
対
象
へ

昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
区
立
学
校
の

学
校
給
食
費
無
償
化
は
継
続
し
、
あ
ら
た

に
国
立
や
私
立
に
通
う
児
童
生
徒
に
も
給

食
費
相
当
額
に
あ
た
る
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
質
問
へ
の
答
弁
で
は
、
不
登
校

児
童
生
徒
に
も
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
23
区
最
下

位
か
ら
、
５
年
間
で
１
０
０
％
へ

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
前
区
政
の

も
と
で
23
区
中
23
位
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

震
災
救
援
所
の
機
能
強
化
も
含
め
早
期
に

洋
式
化
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

「
５
年
間
で
１
０
０
％
に
近
づ
け
る
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

■
補
聴
器
購
入
費
助
成
「
制
度
開
始
の

意
義
大
き
い
」
更
な
る
周
知
と
充
実
へ

昨
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
高
齢
者
の
補

聴
器
購
入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
区
長

は
「
制
度
を
開
始
し
た
意
義
は
大
き
い
」

と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
制

度
周
知
に
力
を
入
れ
、
補
聴
器
相
談
医
確

保
や
認
定
補
聴
器
技
能
者
に
よ
る
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
等
の
充
実
に
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
来
年
度
は
４
１
８
名
分
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

■
生
活
保
護
制
度

周
知
ポ
ス
タ
ー
作

成
へ区

長
は
、
生
活
保
護
制
度
を
利
用
し
や

す
く
す
る
た
め
の
周
知
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

す
る
こ
と
を
表
明
。
ま
た
、
親
族
に
扶
養

の
可
否
を
問
い
合
わ
せ
る
「
扶
養
照
会
」

に
つ
い
て
、
区
は
、
今
年
度
か
ら
申
請
者

の
意
思
に
反
し
て
行
な
う
こ
と
を
や
め
て

い
ま
す
が
、
照
会
率
が
約
29
％
ま
で
下
が
っ

た
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
異
性
間

の
事
実
婚
カ
ッ
プ
ル
も
対
象
検
討
へ

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
カ
ッ
プ
ル
を
自

治
体
が
認
証
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
は
、
１
月
末
時
点
で
25
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
登
録
。
「
今
後
は
、
異
性
間
の
事
実
婚

カ
ッ
プ
ル
も
対
象
に
す
る
こ
と
を
検
討
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

岸本区長の来年度予算編成

１月１日の能登半島地震では、甚大な被害が発生しました。地震への備え

を改めて確認しましょう。杉並区では、下記の支援を行っています。ご活用

ください。詳細は、区ホームページ（各２次元コード）をご覧ください。

在宅避難に欠かせない食料などを備える

食料や飲料水（一人一日3ℓ）、生
活用品、常備薬などを、最低３日分、
可能であれば７日分備蓄しましょう。
区では、防災用品などのあっせんを
しています。【問】防災課

地震による電気火災を防ぐ

区では、地震時の電気火災・通電火災を予防す
る感震ブレーカーの設置支援を行っ
ています。感震ブレーカーの購入費
用は区が負担し、特例対象者の場合
は設置費用も無料です。
【問】防災課

家具類の店頭・落下等による被害を防ぐ

家具が転倒すると、けが・火災の
原因や避難の妨げになることがあり
ます。区では、高齢者世帯などに対
し転倒防止器具を取り付けています。
【問】65歳以上の方 高齢者在宅支援課

▶心身に障害がある方障害者施策課

家具の転倒防止などの対策は、東

京消防庁ホームページ（右２次元

地震への備え

答弁に立つ岸本聡子区長


